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　平成１８年度より開発を進めていたホームページ
「井手ねっと！」が稼動しました。町内のイベント
情報や椿坂・大正池・商工業・学校などの情報が
満載です。
　サイト内にはブログのコーナーがあり、現在、
すでに多くの参加者が交流されています。
　井手ねっと！で自分のホームページ（ブログ）
を作ってみませんか。詳細は、裏表紙に記載して
います。

広報

井手町公認井手町公認ホームペーホームページジ

「井手「井手ねっと！ねっと！」」がが稼動稼動しまししましたた
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タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

井
手
小
　
人
、　
　
　

５７

多
賀
小
　
人
が
卒
業

２５

　
３
月
　
日
（
火
）、
井
手
小
学
校

２０

と
多
賀
小
学
校
で
卒
業
証
書
授
与

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
井
手
小
学
校
か
ら
　５７

人
（
男
子
　
人
、
女
子
　
人
）、

２８

２９

多
賀
小
学
校
か
ら
　
人
（
男
子
９

２５

人
、
女
子
　
人
）
の
卒
業
生
が
、

１６

６
年
間
の
思
い
出
を
胸
に
小
学
校

を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

い
き
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
在
校
生
ら
の
大
き

な
拍
手
の
な
か
卒
業
生
が
入
場

し
、
全
員
に
よ
る
校
歌
斉
唱
の
あ

と
、
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
の
名
前

が
読
み
上
げ
ら
れ
、
卒
業
証
書
が

駒
校
長
か
ら
ク
ラ
ス
ご
と
の
代
表

者
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
駒
校
長
は
、
式
辞
で
「
そ
れ
ぞ

れ
進
路
は
別
々
で
す
が
、
希
望
を

持
っ
て
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て

下
さ
い
」
と
述
べ
ら
れ
、
続
い
て

恒
例
と
な
っ
て
い
る
在
校
生
代
表

と
先
生
方
に
よ
る
供
構
成
詩
僑
が

巣
立
っ
て
い
く
卒
業
生
に
語
り
か

け
ら
れ
る
と
、
卒
業
生
の
中
に

は
、
３
年
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
出
来

事
を
思
い
出
し
て
涙
す
る
生
徒
も

…
。
　
こ
の
あ
と
卒
業
生
代
表
が
３
年

間
の
中
学
校
生
活
の
思
い
出
を
語

り
、
力
強
く
巣
立
ち
の
決
意
を
述

べ
、
卒
業
生
は
新
し
い
人
生
の
ス

　
泉
ヶ
丘
中
学
校
の
第
　
回
卒
業

５９

証
書
授
与
式
が
３
月
　
日
（
火
）

１３

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、　
人
の
卒
業
生
（
男

６２

子
　
人
、
女
子
　
人
）
は
、
中
学

３６

２６

校
生
活
３
年
間
の
思
い
出
が
い
っ

ぱ
い
詰
ま
っ
た
校
舎
を
巣
立
っ
て

い で の ま ち かい で の ま ち か どど

ウオッチング祝辞を述べる汐見町長

在校生に見送られる卒業生（泉ヶ丘中）

式辞を述べる駒校長

卒業生による答辞（多賀小） 卒業証書が手渡されました（井手小）

　本町と宇治市、城陽市、宇治田原町の市町合併実現に向け
た協議をする場として、第４回合併任意協議会が３月２０日
（火）に行われました。
　今回の協議会では、前回に引き続き新都市建設基本構想案
中間報告について協議されました。
　今回は、基本構想案の後段部分である「財政シミュレーシ
ョン（①２市２町の財政の現況②財政シミュレーションの基
本的考え方③合併しない場合の財政収支見通し④財政シミュ
レーションによる合併効果の検証）」と「２市２町の合併で期
待される効果や懸念（①合併した場合に期待される効果②合
併した場合に懸念される事項とその対応）」を提案し、これに
ついて論議されました。
　次回協議会では、前回と今回出された意見を踏まえる中
で、５月下旬の開催を目処に会場を持ち回りして開催される
予定です。
　協議会の開催や資料等については、町ホームページ
（http://www.town.ide.kyoto.jp）の「合併任意協議会」で
ご覧いただくか、役場２階企画財政課でも閲覧できます。
＊お問い合わせは企画財政課（TEL８２‐２００１）まで
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滑
３月２日（金）、井手町老人クラブ連絡協議会女性部（木田つや子部長）は、
昨年に引き続き雑巾を福祉施設などにプレゼントされました。これは、部員
が協力して作成した約１００枚の雑巾で、今回が２回目。
特別養護老人ホームいでの里やデイサービスセンターなどの福祉施設や各
学校、保育園にプレゼントされました。

滑
石垣区と水無区で自主防災訓練が行われ、また、高月区と南部区で自主防災
組織が設立されました。
３月２４日（土）に水無公民館等で行われた水無区自主防災訓練では、区民約
９０人が参加。
分署員の指導による消火器を使った訓練のあと、起震車体験や普通救命講習
と炊き出し訓練が行われ、参加者は真剣に訓練を行いました。

 葛
３月２６日（月）、源氏ボタルの保護等に関する検討委員会（吉安裕会長）は、
源氏ボタルの保全と保護対策についての提言書を本町に提出されました。
この委員会では、平成１５年１０月から源氏ボタルの生息調査や、その保護等に
ついての調査研究と審議を行ってきました。
提言の内容は以下のとおりです。
①ホタルの生息のための対策と施策として、エサとなるカワニナが繁殖でき
る環境が必要なため、南谷川の水量と水質のチェックを定期的に実施する。
②ホタル見学者に対する対策として、自動車ライトの影響を減らすため高さ
１メートルの目隠しの設置や、公共交通機関の利用をさらに呼びかける。
③ホタルを守る会の活動の重要性と今後の活動として、「南部源氏ボタルを守
る会」の活動は重要で町と連携しながら活動を継続されることを希望する。

 
 葛
第１１回ふれあい福祉まつりが３月２５日（日）、同実行委員会（小川俊雄実行委
員長）と井手町社会福祉協議会（西島隆三会長）の共催で、老人福祉センタ
ー玉泉苑と石垣公園を会場に開かれました。
ふれあい福祉まつりは、福祉関係者やボランティア団体などがお互いに協力
し合い、社会福祉活動に対する理解を目的として行われています。
玉泉苑では、朗読ボランティアサークル「ふれあい」による朗読の録音体験、
手話体験、口腔ケア講習や介護相談が行われていました。正午からは、館内
の舞台を使って演芸発表が行われ、舞踊やカラオケに１４組がエントリー。石
垣公園では、ボランティアサークルなどからうどんや焼そば、ねぎ焼き、魚
の干物など多くの出店があり、たくさんの人でにぎわっていました。
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平成１９年度予算の概要
　平成１９年度の一般会計は、４０億２７００万円となり、前
年度に比べて５億４７００万円の、１５．７％の増額となりま
した。
　また、特別会計は、国民健康保険・老人保健・介護
保険・井手町水道事業・多賀地区簡易水道事業・公共
下水道事業・多賀財産区を合わせて３１億６４３８万９千円、
前年度に比べて９０００万９千円、２．８％の減額となり、一
般会計・特別会計を合わせた総額は、７１億９１３８万９千円
の予算規模となり、前年度に比べて４億５６９９万１千円、
６．８％の増額となります。

　中でも、子育て支援センター整備・運営費や老人福祉
センター改修といった福祉の充実、放課後児童クラブ
の運営や幼児に絵本を配布するなど、教育環境の充実
を図っています。
　また、安全に学ぶ環境を整える泉ヶ丘中学校体育館
改築や快速停車により増加した乗降客のための玉水駅
前休憩所建設、住民の避難地または防災活動の拠点と
なる防災広場整備、日常生活に身近な道路、下排水路
などの生活基盤の整備などにも重点を置いた予算とな
っています。

平成１９年度主な事業（単位：千円）

総務費

コミュニティ助成　 １０，０００
宇治･城陽･宇治田原・井手合併任意協議会 　８４０
ＡＥＤ購入 　５４６
町勢要覧　 ３，０００
交通安全施設整備　 １，７９５

民生費

障害者自立支援事業費　 ８３，９０４
老人福祉センター（玉泉苑）改修　 １６，０００
隣保館デイサービス事業　 ２，２３２
児童手当　 ６２，２７０
子育て支援センター整備　 ９，５００
子育て支援センター運営費　 ３，６８５

衛生費

源氏ボタル保護育成　 ２９７
予防接種事業　 １２，６３３
老人保健事業　 ２０，９２７
一般廃棄物収集運搬委託　 ３９，０００
城南衛生管理組合分担金　 １３５，０００

農林水産業費

有害鳥獣駆除　 ３２４
生産調整推進対策種子助成　 ３００
景観作物種子助成　 ２００
自然休養村管理センター改修　 ２６，０００
豊かな緑と清流を守る森林整備事業　 ３００

商工費

町商工会振興事業補助　 ７，５００
小企業特別融資保障料補給　 ２，０００
新産業育成施設改築　 ４，５００
桜まつり　 ３，５５５
玉水駅前休憩所建設　 ３９，５００

土木費

木造住宅耐震診断　 ３９０
町道３２-１号線道路改良　 １４５，０００
下排水路改修　 ８，９９０
玉川砂防公園　 ３１５

消防費

消防委託料　 １４６，３６６
消防団資機材購入　 ７，０００
自主防災組織費　 １５０
防災広場整備　 ４，０００
防災備蓄倉庫　 ２，５００

教育費

ジョイントアップ推進事業　 ２２３
泉ヶ丘中学校体育館改築　 ５１１，７６０
泉ヶ丘中学校パソコン機器更新　 １３，５００
放課後児童クラブ 　７，１４２
文化財発掘調査　 ３，０５２

歳出合計　４０億２７００万円

２００７年度（平成１９年度）の当初予算

予算総額７１億９１３８万９千円
一般会計４０億２７００万円　　　特別会計３１億６４３８万９千円



2007-4広報いで１１５

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
の
件

▼
井
手
町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
も
の
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
の
件

▼
井
手
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務

条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
の
件

▼
井
手
町
職
員
の
旅
費
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
の
件

▼
井
手
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
の
件

▼
城
南
市
町
村
税
滞
納
整
理
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

▼
城
南
市
町
村
税
滞
納
整
理
組
合

の
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
及

び
城
南
市
町
村
税
滞
納
整
理
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

▼
京
都
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
を
設
け
る
普
通
地
方
公
共
団

体
の
数
の
減
少
及
び
こ
れ
に
伴
う

京
都
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

▼
城
南
衛
生
管
理
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

▼
井
手
町
営
土
地
改
良
事
業
（
平

成
　
年
災
害
復
旧
事
業
）
の
実
施

１８
に
つ
い
て

▼
山
城
町
起
業
農
林
漁
業
用
揮
発

油
税
財
源
身
替
農
道
整
備
事
業

（
山
城
・
井
手
地
区
）
に
関
す
る

事
務
委
託
の
廃
止
に
つ
い
て

▼
平
成
　
年
度
井
手
町
一
般
会
計

１８

　
３
月
定
例
町
議
会
は
、
３
月
９

日
か
ら
　
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

２６

　
今
議
会
で
は
、
７
人
の
議
員
か

ら
計
　
件
の
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、

１５

平
成
　
年
度
井
手
町
一
般
会
計
予

１９

算
な
ど
　
件
の
議
案
、
発
議
２
件

２６

が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
慎
重
に

審
議
さ
れ
た
結
果
、
原
案
可
決
ま

た
は
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
定
例
町
議
会
で
可
決
成
立

し
た
議
案
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
提
出
議
案
】

▼
井
手
町
副
町
長
の
定
数
を
定
め

る
条
例
制
定
の
件

▼
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例
制
定
の
件

▼
井
手
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常

補
正
予
算
（
第
４
回
）

▼
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成
　
年
度
井
手
町
国
民
健
康

１８

保
険
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正
予
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第
３
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度
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町
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護
保
険
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算
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第
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度
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共
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水
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予
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第
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▼
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般
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１９

予
算

▼
平
成
　
年
度
井
手
町
国
民
健
康

１９

保
険
特
別
会
計
予
算

▼
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年
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井
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町
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道
事
業

１９

会
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予
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▼
平
成
　
年
度
井
手
町
多
賀
地
区

１９

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

▼
平
成
　
年
度
井
手
町
老
人
保
健

１９

特
別
会
計
予
算

▼
平
成
　
年
度
井
手
町
介
護
保
険

１９

特
別
会
計
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算

▼
平
成
　
年
度
井
手
町
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共
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１９

道
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業
特
別
会
計
予
算

▼
平
成
　
年
度
井
手
町
多
賀
財
産

１９

区
特
別
会
計
予
算

▼
井
手
町
工
場
等
誘
致
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
の
件

【
発
議
】

▼
井
手
町
議
会
の
議
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼
井
手
町
議
会
広
報
発
行
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

※
３
月
定
例
町
議
会
で
、
京
都
府

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

議
員
が
次
の
と
お
り
、
選
出
・
選

任
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

■
京
都
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
議
員

　
古
川
昭
義
　

家 寡加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

春の交通安全運動
  ５月１１日（金）～２０日（日）
 ～京の道　行きかう笑顔で　事故防止～  

　
役
場
で
は
、
今
後
の
行
政
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、
４
月
１
日
付
け
で
職
員

の
異
動
を
行
い
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

※
カ
ッ
コ
内
は
旧
役
職

◎
町
長
の
事
務
部
局

【
課
長
級
】
事
業
部
建
設
課
長
（
上
下
水

道
部
下
水
道
課
長
）
中
村
秀
一
▽
上
下

水
道
部
下
水
道
課
長
（
事
業
部
建
設
課

長
）
松
山
正
伸
▽
民
生
部
い
づ
み
保
育

園
長
（
民
生
部
い
づ
み
保
育
園
園
長
補

佐
）
寺
島
育
美
▽
会
計
課
長
（
総
務
部

総
務
課
課
長
補
佐
）
中
島
一
也

【
課
長
補
佐
級
】総
務
部
税
務
課
課
長
補

佐
（
総
務
部
企
画
財
政
課
係
長
）
奥
山

英
高
▽
民
生
部
福
祉
課
課
長
補
佐
（
事

業
部
建
設
課
係
長
）
福
井
幸
代
▽
民
生

部
衛
生
課
課
長
補
佐
（
会
計
課
課
長
補

佐
）
古
川
伸
行
▽
民
生
部
多
賀
保
育
園

園
長
補
佐（
民
生
部
多
賀
保
育
園
主
任
）

有
村
律
子
▽
事
業
部
建
設
課
課
長
補
佐

（
民
生
部
福
祉
課
課
長
補
佐
）嶋
田
昌
弘

▽
同
和
対
策
室
同
和
・
人
権
政
策
課
課

長
補
佐
（
事
業
部
建
設
課
係
長
）
小
川

淳
一

【
係
長
級
】
総
務
部
企
画
財
政
課
係
長

（
総
務
部
企
画
財
政
課
主
事
）花
木
秀
章

▽
民
生
部
衛
生
課
係
長
（
事
業
部
産
業

課
係
長
）
森
川
康
彦
▽
事
業
部
産
業
課

主
査
（
総
務
部
企
画
財
政
課
主
査
）
村

田
寛
一

【
主
事
級
】
総
務
部
総
務
課
主
事
（
総
務

部
総
務
課
主
事
〈
京
都
府
市
町
村
職
員

実
務
研
修
生
派
遣
〉）寺
井
佳
孝
▽
総
務

部
企
画
財
政
課
主
事
（
総
務
部
税
務
課

主
事
）
仁
木
崇
▽
総
務
部
税
務
課
主
事

（
民
生
部
衛
生
課
主
事
）木
田
ゆ
か
り
▽

民
生
部
い
づ
み
保
育
園
保
育
士
（
民
生

部
玉
川
保
育
園
保
育
士
）
親
見
由
香
▽

事
業
部
建
設
課
主
事
（
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
主
事
）
光
田
恵
理
▽
事
業
部

建
設
課
技
師
（
上
下
水
道
部
下
水
道
課

技
師
）
中
村
潤
吾

◎
教
育
委
員
会
の
事
務
部
局

【
課
長
級
】教
育
委
員
会
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
（
同
和
対
策
室
同
和
・
人
権

政
策
課
課
長
補
佐
）
田
村
喜
代
一

【
課
長
補
佐
級
】教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
課
長
補
佐
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
係
長
）
木
村
坂
次

【
係
長
級
】教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
係

長
（
総
務
部
税
務
課
係
長
）
中
尾
一
美

◎
新
規
採
用
（
４
月
１
日
付
）

髙
田
頼
行
・
上
下
水
道
部
下
水
道
課
技

師
補

◎
退
職
（
３
月
　
日
付
）

３１

木
村
倫
夫
（
会
計
課
長
）
▽
山
田
幸
子

（
民
生
部
い
づ
み
保
育
園
長
）▽
横
田
幸

一
（
教
育
委
員
会
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
）
▽
三
浦
時
生
（
民
生
部
衛
生
課

課
長
補
佐
）
▽
小
川
光
行
（
民
生
部
衛

生
課
主
査
）

家
寡

加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
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さ
い
。健

康
ハ
イ
キ
ン
グ
の
お
知
ら
せ

５
月
　
日
に
開
催
し
ま
す

１３

　
日
ご
ろ
の
運
動
不
足
の
解
消

に
、
お
１
人
の
参
加
や
家
族
で
の

参
加
で
も
、
ま
た
、
お
友
達
も
お

誘
い
の
上
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
な
お
参
加
費
用
は
無
料
、
申
し

込
み
も
不
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
４
月
下
旬
に
配
布
し

ま
す
広
報
「
春
の
健
康
ハ
イ
キ
ン

グ
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室
の
参
加

者（
第
２
期
生
）追
加
募
集

　
こ
れ
ま
で
の
生
活
習
慣
を
変
え

る
き
っ
か
け
に
！

　
４
月
　
日
（
金
）
か
ら
始
ま
り

２０

ま
す
。

　
肥
満
は
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
、

心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
、
痛
風
な
ど

あ
ら
ゆ
る
病
気
を
引
き
起
こ
す
原

因
に
な
り
ま
す
。

　
自
分
の
健
康
の
た
め
に
適
正
体

重
を
目
指
し
て
一
緒
に
減
量
に
取

り
組
み
ま
せ
ん
か
？
 　
１
人
で

ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
て
み
た
け
れ
ど

挫
折
し
た
方
、
こ
れ
か
ら
ダ
イ
エ

ッ
ト
し
て
み
た
い
方
、
冬
太
り
し

て
し
ま
っ
た
方
、
少
し
や
せ
た
方

が
い
い
と
わ
か
っ
て
い
て
も
な
か

な
か
一
歩
を
踏
み
出
せ
な
か
っ
た

方
、
こ
の
機
会
に
参
加
さ
れ
ま
せ

肺
が
ん
・
結
核
検
診
を
　

５
月
に
実
施
し
ま
す

　
肺
が
ん
・
結
核
を
予
防
す
る
に

は
定
期
的
な
受
診
が
必
要
で
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
検
診
を
受
け
早

期
発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

　
５
月
の
３
日
間
、
検
診
車
が
町

内
を
巡
回
し
ま
す
の
で
、
お
近
く

の
場
所
、
都
合
の
よ
い
時
間
を
選

ん
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
検
診
車
で
胸
部
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

撮
影
を
行
い
ま
す
の
で
着
脱
し
や

す
い
上
着
で
会
場
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
必
要
な
方
に
は

喀
た
ん
検
査
も
実
施
し
ま
す
。

　
費
用
は
無
料
、
申
し
込
み
も
不

要
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
肺
が
ん
・
結
核
検

診
は
前
回
ま
で
６
月
に
実
施
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
よ
り
５
月
に

変
更
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
　
詳
し
く
は
４
月
下
旬
に
配
布
し

ま
す
広
報
「
肺
が
ん
・
結
核
集
団

検
診
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ

ん
か
。
仲
間
が
い
れ
ば
、
き
っ
と

頑
張
れ
ま
す
。
楽
し
い
教
室
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
気
軽
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

対
象
／
　
歳
か
ら
　
歳
ま
で
の
方

４０

６５

で
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
指
数
　
以
上
（
肥
満
）

２５

の
方

肥
満
の
判
定
方
法
…
Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝
体

重（
㎏
）÷

身
長（
ｍ
）÷

身
長（
ｍ
）

　
か
ら
　
（
普
通
体
重
）　
以
上

２０

２４

２５

（
肥
満
）

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

期
間
／
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
半

年
間

内
容
／
栄
養
士
に
よ
る
食
事
改
善

教
室
３
回
、
運
動
実
践
指
導
者
に

よ
る
運
動
教
室
６
回
の
全
９
回
の

コ
ー
ス
で
す
。

＊
詳
し
い
日
程
は
保
健
セ
ン
タ
ー

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限
／
４
月
　
日
（
火
）
ま

１７

で＊
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３

８２

３
８
５
）
ま
で

日
曜
・
祝
日
の
応
急
診
療

〈内科・小児科〉
京田辺市休日応急診療所
診療受付時間：午前８時３０分～午後２時３０分

TEL ０７７４-６３-２６６２

第
１
回
調
理
師
試
験
及
び

製
菓
衛
生
師
試
験

　
願
書
は
、
府
山
城
北
保
健
所
及

び
田
辺
地
域
総
務
室
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

願
書
受
付
／

第
１
回
調
理
師
試
験

４
月
　
日
（
月
）
～
　
日
（
金
）

１６

２０

製
菓
衛
生
師
試
験

４
月
　
日
（
月
）
～
　
日
（
水
）

２３

２５

受
付
場
所
／
い
ず
れ
も
府
山
城
北

保
健
所
（
宇
治
市
宇
治
若
森
７
‐

６
）
及
び
田
辺
地
域
総
務
室
（
京

田
辺
市
田
辺
明
田
１
）

試
験
日
／
い
ず
れ
も
５
月
　
日
２７

（
日
）

会
場
／
い
ず
れ
も
関
西
文
理
学
院

（
京
都
市
北
区
烏
丸
通
鞍
馬
口
東

入
ル
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
府
山
城
北

保
健
所
衛
生
室
（
℡
　
‐
２
９
１

２１

２
）
ま
で

　スペイン語でハープのことをアルパ(Arpa/Harpa)といいます。
　木の温もりが柔らかい響きを紡ぎ出し、心をリラックスさせてくれます。
　風、水、小鳥の鳴き声…アルパはその自然の様子も奏でてくれます。
　…心安らぐアルパの音色、そしてふるさとの音楽家によるフルートの演奏。
　今年もすてきなひとときをおすごしください。

日時　４月２８日（土）午後１時開場　午後１時半開演
場所　自然休養村管理センターホール
内容　コーラス　「テイネやまぶき」
　　　コーラス　「エコーたちばな」
　　　フルート独奏　 窪田　陽子　（ピアノ伴奏　丸山　敦子）
　　　南米パラグアイの民族楽器アルパによる演奏＆トーク
　　　　　　アルパ演奏　丸田恵都子

＊お問い合わせは、山吹ふれあいコンサート実行委員会事務局（社会
教育課内　ＴＥＬ８２‐５７００）まで

２００７山吹ふれあいコンサート
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み
な
さ
ん
　
こ
ん
に
ち
は
。

　
今
回
は
、
井
手
町
の
子
ど
も
た
ち
の
学
力

の
向
上
を
め
ざ
し
て
泉
ヶ
丘
中
・
井
手
小
・

多
賀
小
の
３
校
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん

で
い
る
「
ジ
ョ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
研
究
開
発
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
ジ
ョ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
と
は
「
接
続
を
強
化

す
る
」
と
い
う
意
味
で
、
小
学
校
と
中
学
校

と
が
し
っ
か
り
連
携
し
、
義
務
教
育
９
年
間

を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
に
基
礎
的
な
学
力
を

確
実
に
身
に
つ
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
下
図
の
よ
う
に
「
授
業
」「
学
習
習
慣
」

「
進
路
展
望
」
の
３
つ
の
柱
を
立
て
、
平
成

　
・
　
年
度
「
京
の
子
ど
も
夢
・
未
来
校
」

１８

１９

と
し
て
研
究
実
践
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
小
・
中
学
校
の
教
員
が
互
い
に
授
業
を
参

観
し
合
っ
て
授
業
研
究
を
行
い
、
子
ど
も
た

ち
が
意
欲
を
持
っ
て
学
習
す
る
授
業
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。
昨
年
夏
に
は
、
小
中
教

員
の
合
同
研
修
会
を
開
い
て
課
題
を
共
有

し
、
各
校
の
学
力
向
上
策
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
の
一
例
と
し
て
、
小

１
か
ら
中
３
ま
で
の
各
段
階
で
定
着
を
確
か

め
た
り
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
つ
ま
ず
き
を
見
つ

け
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
算
数
・
数
学

診
断
テ
ス
ト
集
」
を
作
成
し
、
活
用
を
始
め

ま
し
た
。

　
学
習
の
土
台
と
な
る
生
活
習
慣
に
も
目
を

向
け
、「
学
習
・
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
そ
の
分
析
結
果
は
、
こ
の
コ

ー
ナ
ー
で
も
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
小
学
生
が
中
学
校
の
授
業
や
部
活

動
を
体
験
す
る
機
会
を
つ
く
っ
た
り
、
中
学

校
の
教
員
が
小
学
校
で
出
前
授
業
を
行
う
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
通
し
て
小
中
の
ス

ム
ー
ズ
な
接
続
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
井
手
町
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、「
ジ
ョ
イ

ン
ト
ア
ッ
プ
」
を
支
援
す
る
た
め
に
大
学
の

研
究
者
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
依
頼
し
、
よ
り

成
果
が
上
が
る
よ
う
応
援
し
て
い
ま
す
。

禍

花

稼

苛

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

自然との共生、人との交流の大切さを訴えた人権コ
ンサートが行われました。
　交流センター内では人権展をはじめ、児童館・保
育園・小中学校・いづみまなび教室・住民の作品展
示、館外ではお好み焼き・うどん・天ぷらなど多く
の模擬店が設けられ大変にぎわっていました。
　今後も、こうしたイベントを通じて広く住民の交
流を図り、同和問題をはじめ、あらゆる差別の解消
にむけ、また人権尊重意識の高揚に資するため続け
ていきたいと思います。

　第２１回井手町解放文化祭（同実行委員会主催＝中
村義孝実行委員長）が、３月１８日（日）、いづみ人権
交流センターを会場にして盛大に開催されました。
　解放セレモニーでは、中村実行委員長から「昨年
区切りの２０回を終え、新しく２１回目を迎えた。心新
たに人権文化の創造を発信していきたい。今日１
日、作品展や舞台発表、模擬店などを楽しんでくだ
さい」とあいさつ。つづいて、町を代表して汐見町
長、また議会を代表して小川議長、部落解放同盟京
都府連の西島書記長よりそれぞれ来賓のあいさつを
行ったあと、文化祭の成功を願って餅つきが行わ
れ、つきたての餅を黄な粉餅にして会場にくばり雰
囲気は大いに盛り上がりました。
　舞台発表では、愛ｄｅバンドの演奏を皮切りにい
づみ太鼓「左馬」の和太鼓演奏・いづみまなび教室
の大正琴・マンドリンとギターによる合奏・カラオ
ケ・保育園児たちの手話を使った歌やダンスなどが
披露されました。
　引き続き行われた記念公演では、「南ぬ風人まーち
ゃん」を招いて「沖縄から平和を願って－風と大地
を唄う－」と題し、沖縄音楽をとおして平和の尊さ、

見つめよう私たちの歴史　育てよう私たちの文化　
第２１回井手町解放文化祭

教育の窓
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４

月

は

、

固

定

資

産

税

・

都

市

計

画

税

・

軽

自

動

車

税

の

第

１

期

納

期

限

で

す

　
　
／
５
月
２
日
（
水
）・
８
日
（
火
）

　
　
い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

(
)

【
和
太
鼓
教
室
 初
心
 】

日
時
／
４
月
　
日
（
土
）・
　
日
（
土
）

１４

２８

　
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時
半

(
)

【
和
太
鼓
教
室
 サ
ー
ク
ル
 】

日
時
／
４
月
　
日
（
土
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

２１

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
体

育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡
　
‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
４
月
　
日
（
金
）・
　
日
（
金
）

１３

２７

　
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
４
月
　
日
（
金
）・
　
日
（
金
）

１３

２７

　
　
い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
正
午

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
４
月
　
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２４

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
研

修
棟

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
】

日
時
／
４
月
　
日
（
金
）
午
後
７
時
半
～
９
時

２０

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

煙
申
し
込
み
は
不
要
で
す

煙
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

煙
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡
　
‐
５

８２

届
い
て
い
ま
す
か「
き
ょ
う
と
府
民

だ
よ
り
」（
京
都
府
広
報
紙
）

　
京
都
府
が
発
行
し
て
い
る
「
き
ょ
う
と
府
民
だ

よ
り
」
は
、
毎
月
第
１
日
曜
日
に
、
新
聞
折
り
込

み
（
京
都
、
読
売
、
毎
日
、
産
経
、
朝
日
、
日
経
）

に
よ
り
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
理
由
で
届

い
て
い
な
い
場
合
、
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
無
料

で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
京
都
府

広
報
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
府
内
在

住
の
視
覚
障
害
者
の
方
を
対
象
に
点
字
版
、
文
字

拡
大
版
、
テ
ー
プ
版
も
発
行
し
て
い
る
ほ
か
、
京

都
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〒
６
０
２
‐
８
５
７
０
（
住
所
記
入
不
要
）
京
都

府
広
報
課

℡
０
７
５
‐
４
１
４
‐
４
０
７
４

京
都
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.p
ref.k

yo
to
.jp
/

 
   
    
 
 
  
     
  
  
   
  

ス

ポ

ー

ツ

【
体
育
協
会
総
合
開
会
式
】

日
時
／
４
月
　
日
（
日
）
午
前
８
時
半
～

２２

場
所
／
泉
ヶ
丘
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

【
町
長
旗
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

日
時
／
４
月
　
日
（
日
）
午
前
９
時
～

２２

場
所
／
泉
ヶ
丘
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
体
育
協
会
事
務
局
（
℡
　８２

‐
５
７
０
０
）
ま
で
 

講

座
・
教

室

【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
４
月
　
日
（
水
）・
　
日
（
火
）

１８

２４

害
救
済
法
一
般
拠
出
金
申
告
書
」
に
よ
り
、
５
月

　
日
ま
で
に
申
告
納
付
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

２１　
な
お
、
申
告
納
付
は
、
受
付
会
場
又
は
京
都
労

働
局
、
労
働
基
準
監
督
署
並
び
に
最
寄
り
の
金
融

機
関
、
郵
便
局
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
労
働
局
総
務
部
労
働

保
険
徴
収
課
（
℡
０
７
５
‐
２
４
１
‐
３
２
１
３
）

ま
で
 

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
税
務
署
員
を
装
っ
た
「
振
り
込
め
詐
欺
」
が
京

滋
地
域
で
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
不
審
な
電
話
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
特
に
以
下
の
よ
う
な
共
通
点
が
多
く
見
受
け
ら

れ
る
よ
う
で
す
。

煙
還
付
金
の
受
取
の
た
め
に
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を

求
め
る
こ
と

煙
納
税
の
た
め
に
、
金
融
機
関
口
座
を
指
定
し
て

振
込
み
を
求
め
る
こ
と

煙
国
税
局
や
税
務
署
の
連
絡
先
と
し
て
、「
０
１
２

０
」
で
始
ま
る
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
電
話
番
号
を

伝
え
る
こ
と

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
国
税
局
及
び
税

務
署
で
は
、
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　供
お
か
し
い
僑
と
思
っ
た
ら
、
振
り
込
む
前
に
お

近
く
の
税
務
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宇
治
税
務
署
総
務
課
（
℡

　
‐
４
１
４
１
）
ま
で
 

４４
救
命
講
習
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

日
時
／
５
月
６
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
　
会
議
室

定
員
／
　
名
程
度

１０

受
付
期
限
／
５
月
５
日
（
土
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分

署
（
℡
　
‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２

山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

母
子
家
庭
奨
学
金
申
請
受
付

　
昨
年
度
受
給
の
方
も
５
月
末
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
年
度
途
中
の
申
請
は
減
額
支
給
と
な

り
ま
す
。（
対
象
：
乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
。
毎

年
度
申
請
が
必
要
で
す
。
他
の
制
度
と
併
せ
て
支

給
の
方
は
、
支
給
額
が
制
限
さ
れ
ま
す
。
京
都
市

以
外
の
方
が
対
象
で
す
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分

室
（
℡
　
‐
５
７
４
７
）
ま
で
 

６３

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

　
平
成
　
年
度
労
働
保
険
料
（
労
災
保
険
・
雇
用

１９

保
険
）
の
申
告
納
付
期
間
は
、
４
月
１
日
～
５
月

　
日
（
土
日
祝
は
除
く
）
で
す
。

２１　
今
年
も
労
働
保
険
料
の
申
告
納
付
の
時
期
が
ま

い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
４
月
よ
り
石
綿
健
康

被
害
救
済
法
に
基
づ
く
一
般
拠
出
金
の
申
告
納
付

も
併
せ
て
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
お
早
め
に
申
告
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
労
働
保
険
概
算
・
確
定
保
険
料
・
石
綿
健
康
被
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４
月
は
、
井
手
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
②
】

日
時
／
４
月
　
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

１１

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
２
歳
半
歯
科
健
診
》

日
時
／
４
月
　
日
（
月
）

１６

対
象
／
Ｈ
　
・
９
・
１
か
ら
Ｈ
　
・
　
・
　
生
ま
れ

１６

１６
１２
３１

《
１
歳
半
健
診
》

日
時
／
５
月
７
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ
　
・
９
・
６
か
ら
Ｈ
　
・
　
・
７
生
ま
れ

１７

１７
１１

受
付
：
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
１
時
半

【
予
防
接
種
・
集
団
接
種
】

《
ポ
リ
オ
》

日
時
／
４
月
　
日
（
火
）
午
後
２
時
～
２
時
　
分

２４

４５

煙
生
後
３
ヶ
月
～
　
ヶ
月
ま
で
で
す
が
出
来
る
だ

９０

け
３
ヶ
月
～
　
ヶ
月
の
間
に
２
回
服
用
し
て
く
だ

１８

さ
い
。
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
を
６
週
間
あ
け

て
く
だ
さ
い
。

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

ん
で
く
だ
さ
い

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で
 

各

種

相

談

【
行
政
相
談
】

日
時
／
４
月
　
日
（
月
）・
　
日
（
月
）

１６

２３

　
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
５
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１４

場
所
／
賀
泉
苑

＊
４
月
か
ら
新
た
に
総
務
大
臣
に
委
嘱
さ
れ
た
宮

崎
厚
孝
が
相
談
に
応
じ
ま
す

７
０
０
）
ま
で

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
】

《
こ
い
の
ぼ
り
の
色
紙
》

日
時
／
４
月
　
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

１８

場
所
／
玉
泉
苑

費
用
／
２
０
０
円

対
象
／
　
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
方

６０

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
　
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

２０

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で
 

健

康

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
４
月
　
日
（
木
）

１２

　
　
／
５
月
　
日
（
木
）

１０

　
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
い
ず
れ
も
　
歳
以
上

６５

【
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室
】

日
時
／
４
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～
正
午

２０

１０

　
　
／
４
月
　
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２６

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で
 

子

育

て

【
わ
く
わ
く
広
場
】

日
時
／
４
月
　
日
（
木
）
午
前
９
時
半
～
正
午

２６

場
所
／
玉
泉
苑

＊
毎
月
第
４
木
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
】

日
時
／
４
月
　
日
（
火
）
午
前
　
時
半
～
午
後
２

２４

１０

時場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

 春
の
交
通
安
全
運
動

５
月
　
日
（
金
）
～
　
日
（
日
）

１１

２０

～
京
の
道
　
行
き
か
う
笑
顔
で
　
事
故
防
止
～

【
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／
４
月
　
日
（
月
）・
　
日
（
月
）

１６

２３

　
　
／
５
月
７
日
（
月
）

　
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
４
月
　
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

２３

場
所
／
玉
泉
苑

【
行
政
書
士
会
生
活
相
談
】

日
時
／
５
月
７
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日
（
月
４
回
　

第
１
・
３
・
４
は
玉
泉
苑
、
第
２
は
賀
泉
苑
）
に

開
設
し
て
い
ま
す
（
第
５
月
曜
日
と
祝
日
に
あ
た

る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
４
月
　
日
（
火
）

２４

　
　
／
５
月
８
日
（
火
）

　
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
課
（
℡
　
‐
２
０
０

８２

１
）
ま
で

【
総
合
健
康
相
談
】

日
時
／
４
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２７

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
・
あ
そ
び
の
広
場
》

日
時
／
４
月
　
日
（
水
）
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１８

１０

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

【
育
児
相
談
】

日
時
／
５
月
９
日
（
水
）
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１０

場
所
／
西
部
公
民
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

慣れた道でも、交通ルールを守り安全な行動を心掛けましょう
歩行者は…
　　道路横断中の事故が起きています。どんなに慣れた道路でも安全
　確認をしてから渡ってください。
ドライバーは…
　　歩行者や自転車の動きをよく確認しましょう。また、スピードは
　控えめにし、安全運転をお願いします。
＊お問い合わせは、田辺警察署（TEL６３－０１１０）まで

６５歳以上の高齢者の交通死亡事故多発

田辺警察署管内でも１件発生
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☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介
　
４
月

◆
一
般
書

「
陪
審
法
廷
」 

楡
　
周
平

「
家
日
和
」 

奥
田
英
朗

「
朝
日
の
よ
う
に
さ
わ
や
か
に
」 

 

恩
田
　
陸

「
月
島
慕
情
」 

浅
田
次
郎

「
八
日
目
の
蝉
」 

角
田
光
代

「
回
転
木
馬
」 

柴
田
よ
し
き

「
十
日
え
び
す
」 

宇
江
佐
真
理

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】
４
月
～
９
月

　
午
前
　
時
～
午
後
６
時

１０

☆
４
月
・
５
月
の
休
館
日

４
月
　
　
・
　
・
　
日

１６
２３
２６

５
月
　
１
・
７
～
　
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１０
１４
２１
２８
３１

☆
貸
出
冊
数
お
よ
び
期
間

煙
図
書
は
１
人
　
冊
、
２
週
間

１２

煙
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

煙
視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

◆
児
童
書

「
つ
る
ば
ら
村
の
理
容
師
さ
ん
」

 

茂
市
久
美
子

「
は
み
が
き
ク
イ
ー
ン
」 
令
丈
ヒ
ロ
子

「
パ
パ
だ
い
す
き
」

 

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン

「
ね
む
い
ね
む
い
ね
ず
み
と
お
ば
け
た

ち
」 

佐
々
木
マ
キ

☆
４
月
・
５
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

４
月
　
日
（
土
）

１４

５
月
　
日
（
土
）

１２

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

４
月
　
日
（
土
）

２１

５
月
　
日
（
土
）

１９

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

《
春
の
お
話
し
会
》

４
月
　
日
（
日
）
午
後
１
時
半
か
ら

２２

純愛
稲森遥香

あなたは、いつまでその人を
愛し続けることができますか。
お互いが好きなのに、上手く
いかないのはなぜだろう…。
人が人を思う強さに圧倒され
る、１００％真実のラブストー
リー。２００万人が泣いたケー
タイ小説の単行本化。

年に一度、の二人
永井するみ
来年の同じ日に、同じ場所で。
男と女は再会の約束をした－。
７年間、秘密の逢瀬を重ねる
主婦の物語「シャドウ」、１年
後の約束に思いを募らせるＯ
Ｌの姿を描く「コンスタレー
ション」など、全３編を収録。

いつでも会える
菊田まりこ
ぼくはイヌのシロ。ミキちゃ
んが大好き。でもある日とつ
ぜんミキちゃんがいなくなっ
た。どこ？　どこ？  どこ？  
かなしくて、かなしくて、目
をつむると、そのとき…。シ
ロがかなしみをのりこえるピ
ュアな絵本を大型判化。

ムシとあそぼう海野和男のムシシシシ⑤
海野和男
タマムシ、コガネムシ、アゲ
ハチョウ…。ムシということ
を、わすれてしまうほど美し
い姿・形を、よく見てみよ
う！  金色や虹色に輝く色や
模様のわけを、昆虫写真の第
一人者が紹介。親子で楽しめ
る昆虫写真えほん。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

Ｑ
　
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
請
求
に
つ
い
て

教
え
て
下
さ
い
。

Ａ
　
老
齢
基
礎
年
金
は
　
歳
か
ら
受
け
取
れ
ま
す

６５

が
、　
歳
か
ら
　
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
繰
り
上

６０

６５

げ
請
求
時
点
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

煙
　
歳
を
１
０
０
％
と
し
た
と
き
の
支
給
率

６５
　
支
給
率
は
月
単
位
で
計
算
さ
れ
１
ヶ
月
に
つ
き

０
・
５
％
ず
つ
増
額
に
な
り
ま
す
。

計
算
例
　
　
歳
３
ヶ
月
で
請
求
　

６０

　
　
　
　
　

×

％
＋
３
ヶ
月
 
０
・
５
％
＝
　
・
５
％

７０

７１

注
意
　
支
給
率
は
一
生
か
わ
り
ま
せ
ん
。請
求
後

に
取
り
消
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。請
求
後
は
障

害
年
金
や
寡
婦
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

支給率年齢

７０％６０歳

７６％６１歳

８２％６２歳

８８％６３歳

９４％６４歳

１００％６５歳



2007-4広報いで１１１１

ごみ収集日程表（ 4月11日～ 5月10日）

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場衛生課（TEL０７７４‐８２‐２００１）まで

し尿収集日程

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、
内垣内、東松ヶ花、奥西、帽子田、下川、判ノ地、田村新田⑧４月１８日

茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷、阿弥陀寺⑨４月１９日

西南組、東南組、前川、石名田、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩４月２０日

高橋、谷村、宮ノ後、天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、
安堵山、浜、上ノ浜、起、佃、平山⑪４月２３日

新四郎山、西山、西垣内、中垣内、東垣内⑫４月２４日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、里、玉ノ井、西高月、東高月、
清水、栢ノ木、中溝⑬４月２５日

柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、扇畑、浜田、南猪ノ阪、北猪ノ阪⑭４月２６日

梅ノ木原、野神、宮ノ本、西前田、柴木田、北開、北構、南溝、
下赤田、上赤田、鳥休⑮４月２７日

★ごみは、朝９時までに出してください。

★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。

★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別袋にして出してください。

★粗大ごみは、収集日の１週間前までに衛生課へ電話予約（TEL０７７４‐８２‐２００１）してください。（テレビ・冷蔵庫・洗濯機・

エアコン・パソコンは除きます）

※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発　泡

トレー等

ペット

ボトル
粗大ごみビンカン燃やすごみ

 区　分

地　区 

４月１１日

４月２５日

５月９日

４月１８日

５月２日

４月１２日

５月１０日
火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

４月１９日４月２６日５月３日

４月１８日

５月２日

４月１１日

４月２５日

５月９日

４月１２日

５月１０日
月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

４月２０日４月２７日５月４日

４月１８日

５月２日

４月１２日

４月２６日

５月１０日

４月１１日

５月９日
火・金曜日

多 賀 全 区

上 井 手 区
４月１９日５月３日４月２５日

▼部屋を片付けてから掃除機を

部屋を片付けてから掃除機をかけると、
掃除機を使っている時間を短縮できま
す。

▼集塵パックは適宜取り替えを

紙パック式掃除機は、ごみがいっぱいの

状態で使うと効率が悪くなります。
また、サイクロン式掃除機もフィルター
をまめに掃除しましょう。

▼ほうきを活用しましょう

昔ながらのほうきは、サッと使えて手軽
なうえに、使うエネルギーはゼロです。

家庭・オフィスでできる　省エネ 掃除機



出張徴収【多賀】

住 民 カ レ ン ダ ー

行　　　　事曜月日

まちのカレンダまちのカレンダーー
（ 4月11日～ 5月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：総務部企画財政課
井手町ホームページ

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

古紙配合率100％再生紙を使用しています 

〈
婚
姻
〉

〈
出
産
〉

マタニティースクール②（午後１時半～３時半、保健センター）水４/１１
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）木１２
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）金１３
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）
和太鼓教室【初心】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）土１４

日１５
２歳半歯科健診（受付：午後１時～１時半、保健センター）
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）月１６

火１７
育児相談・あそびの広場（午前９時半～１０時半、保健センター）
生き生きふれあいサロン【こいのぼりの色紙】（午後１時半～、玉泉苑）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

水１８

木１９
ダイエット教室（午前１０時～正午、保健センター）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）金２０
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ【開始式】（午前９時半～、山城勤労者福祉会館）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）
親と子の絵本の会（午後２時～、山吹ふれあいセンター）

土２１

井手町体育協会総合開会式（午前８時半～、泉ヶ丘中学校グラウンド）
町長旗争奪ソフトボール大会（午前９時～、泉ヶ丘中学校グラウンド）
春のお話し会（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）

日２２

行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）
無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）月２３
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
ポリオ（午後２時～２時４５分、保健センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

火２４

 水２５
わくわく広場（午前９時半～正午、玉泉苑）
ダイエット教室（午後１時半～３時、保健センター）木２６
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
総合健康相談（午後１時半～３時、保健センター）

金２７

山吹ふれあいコンサート（午後１時半～、自然休養村管理センターホール）
和太鼓教室【初心】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）土２８

日２９

月３０
無火災デー防火パレード火５/１
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）水２
 木３

金４

土５

日６
１歳半健診（受付：午後１時～１時半、保健センター）
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）
行政書士会生活相談（午後１時～４時、玉泉苑）

月７

障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）火８

育児相談（午前９時半～１０時半、西部公民館）水９
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）木１０

（２月２０日から３月１９日までの届出分・敬称略）

（２月２０日から３月１９日までの届出分・敬称略）

公共施設電話番号一覧
電話番号名　　称

0774－82－2001
2160
2237
2468
3290

井手町役場

0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署

届出人赤ちゃん住所

浩 之 桃  花 
もも か

福 本多賀

浩 朗 愛  祐  奈 
あ ゆ な

乾井手

茂 弥 都  彩  子 
と あ こ

辻 井多賀

真 奏 
かなで

今 西多賀

幸 一 郎 杏  奈 
あん な

坂 井井手

妻夫住所

仲 嶋　 涼子辻井　 大輔井手

出張徴収【北・南】

　井手ねっと！では、新規参加者をお待ちしてい

ます。井手町在住・出身の方、また、町外でも井

手町に興味がある方は大歓迎です。

　井手ねっと！で自分のホームページ（ブログ）

を作ってみませんか。

　ブログ開設のお申込は下記の電話番号まで。

※ブログとは、簡単な方法でホームページの更新

ができる「日記」風のサイトです。投稿した記事

に対してコメントを書き込めるので、参加者同士

で交流もできます。インターネットができる方で

あれば、どなたでも利用することができます。

＊お問い合わせは、井手ねっと！運営委員会事務

局（井手町企画財政課内　ＴＥＬ８２‐５２１２）まで

「井手ねっと！ブログ」
参加者募集中


